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る
。

松
代
藩
主
の

「

民
の

苦
を
救
わ
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
」

と

い

う
明
白
な

観
念
の

も
と
、

大
部
分
の

民
衆
も
ま
た

、

そ

の

よ

う
な
藩
主
の

「

御
恩
」

に

対
し
て

ひ

た

す
ら
有
難
が

り、

感
泣
す
る

と
い

う
実
情
で

あ
っ

た
。

藩

主
か

ら
頂
戴
し
た

塔
婆
な
ど

を
「

殊
の

外

有
り
難
が
り

」

建
て

て

い

る

農

民
の

姿
の

中
に
、

藩
主
へ

の
一

種
宗
教
的

崇
拝
さ
え
感
じ

る
こ

と

が
出

来

る
。

封
建
道
徳
が

こ

の

よ

う
な
変
災
の

際、

あ
る
程
度
社
会
の

秩
序
を

保

つ

力
と

な
り、

為
政

者
に

は
一

応

善
政
を

し
よ

う
と
い

う
意
欲
を

与
え
た

こ

と

は
看
過
出
来
な
い

。

勿
論、

こ

の

よ

う
な
「

仁
政
」

が
一

種
の

ご

ま

か
し
で

あ
る
場
合
の

多
い

こ

と

は

言
う
ま
で

も
な
い

。

　

次
に
鎮
魂
の

面
で

み

て

み
る

と
、

地

震
一

週
間
後
に

は

村
人
の

発
願
に

よ

り
施
餓
鬼
法
要
が

営
ま
れ
て

い

る
。

こ

れ
は

前
述
の

施
行
に

よ

る
寄
付

金
を
投
じ
て

行
わ
れ
て

い

る
。

善
光
寺
に

お
い

て

も
百
凵
問
の

施
餓
鬼
法

要
が

行
わ
れ
て

い

る
し、

松

代
藩
で

も
経
木
三

千
本
を

準
備
し
て
、

地
元

長
国

寺
で

施
餓
鬼

法
要
を
行

う
よ

う
通
達
し
て

い

る
。

ま
た

、

こ

の

よ

う

な
異

常
事
態
で

も
、

町
民
は
仏
生
会
で

は

寺
に

花
を

飾
り

、

端

午
の

節
句

に

は

仮
小
屋
の

下

屋
に

手
作

り
の

蓬
を
挿
す
こ

と
を

忘
れ
な
か
っ

た
。

　

以
上
の

よ

う
に

、

復
旧
の

た
め

の

人
道
支

援
は
今
日

の

そ

れ
と

程
度
の

差
こ

そ
あ
れ

、

鎮
魂
を

含
め
て

特
段
の

相
違
は

見
ら
れ

な
い

。

い

つ

の

世

に

あ
っ

て

も

自
助
・

共
助
・

公
助
の

連
携
が

第
一

な
の

で

あ
り、

我
々

は

そ

う
し
た

先
人
達
の

教
訓
を

真
摯
に

検
証
し

、

今
一

度
学
ぶ

必

要
が
あ
る

の

か

も
し

れ

な
い

。

「

羽
田

七

福
い

な
り

」

の

お

か
れ
た

土
地
環
境
と
自
然
災
害
の
関
係

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

深
田
伊
佐
夫

東
京
都
大
田
区
羽
田
地
区
に

は、

穴
守
稲
荷
を
は
じ

め

七

ヶ

所
の

稲
荷

神
社
と

、

番
外
の

多
摩
川
弁
天

社
（
玉

川
羽
田
辯
財
天
下

社）

の

七
社
一

番
外
か
ら

な
る
、

「

羽
田
七
福
い

な

り
め

ぐ
り

」

の

巡
礼
コ

ー

ス

が
あ
る

。

「

羽
田

七

福
い

な

り
め

ぐ
り

」

の

巡
礼
は

、

一

九
八

九

年
に

穴
守
稲
荷

神

社
責
任
役
員
・

酒
井
績
氏
の

発
案
で

開
始
さ
れ
た

。

　

現

在
、

「

羽
田
七

福
い

な
り
」

と

な
っ

た

各
社
は

、

江
戸

期
か

ら
豊

漁

祈
願
・

海
上

安
全
・

洪
水
防
止
・

浪
害
防
止
（
大
田

区
史

事
典
作
成
グ
ル

ー

プ
冖

二

〇

〇
六
）

な
ど

の

信
仰
と

祈
願
を

目

的
に

当
地

域
に

建
立
さ

れ
、

現
在
に
至
っ

て

い

る
。

　
こ

の

よ

う
な
信
仰
と
、

祈
願
が

受
け
継
が
れ
て

き
た

背
景
に

は
、

羽

田

地
区
が

多
摩
川
河
口

と

東
京
湾
に

囲
ま
れ
た
立
地
に

お

か
れ
、

住
民
た
ち

は

水
害
な
ど

の

自
然
災
害
と

向
き
合
い

な
が
ら、

漁

業
を

営
ん

で

き
た
歴

史
の

あ
っ

た
こ

と
が
あ
げ
ら
れ
る
（
大
田
区

史
事
典

作
成
グ
ル

ー

プ
一

二

〇
〇

四）
。

　

現

在
は、

商
売
繁
盛
・

学

業
成

就
・

金
運
成

就
な
ど

、

現
世
利
益
を

前

面
に
出
し
て

庶
民
の

信
仰
を

集
め、

正
月
期
間

限
定
の

御
朱
印
巡

礼
で

は

地

元
や

京
浜
地

区
か

ら
、

毎

年
一

〇

〇
〇

数
百
名
の

参
拝
者
が

訪
れ
る

（
穴
守
稲
荷
神
社
冖

二

〇

〇

八
）

。

　
と

こ

ろ

で、

筆
者
は
二

〇
〇

三

年
か
ら

多
摩
川
中
下
流
域
を
中
心
に
、

地
域
の

自

然
災
害
と

民
俗
信

仰
の

形
態
と
の

関
係
に

つ

い

て

調
査
・

考
究

を
し
て

き
た

。

そ

の

結
果

、

地
形
・

地

質
・

河
道
・

海
岸
線
状
況
な
ど
の

土
地

環
境
と

地
域
の

自
然
災

害
経
歴
の

特

徴
を

意
識
し
た
、

信
仰
に
よ

る

自
然

災
害
回
避
の

祈
願、

災

害
地

形
を
意

識
し
た

社
寺
配
置
な
ど
、

宗
教

的
対

応
の

あ
っ

た

こ

と
が

確
認
で

き
た
（
深
田
・

三

阪
冖

二

〇
〇

三
・

二

〇
〇
四
・

二

〇

〇

五
）

。

　
こ

う
し
た

視
点
で、

「

羽
田
七

福
い

な
り

」

を
み
る

と

き、

羽

田
地

区

390（1112）
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の

土

地
環
境
の

特
徴
と

、

信
仰
の

内
容、

稲
荷
各
社
の

地

理
的
立
地
条

件

と
の

間
に

も、

上
述
の

地
域
の

よ

う
な
土
地
環
境
と

自
然
災
害
の

特
徴
を

意
識
し
た

、

信
仰

的
対
応
や

社

殿
配

置
が

あ
る
の

で

は
な
い

か
と

考
え

た
。

　
そ
こ

で
、

本
報
で

は

羽
田
地
域
の

地

勢
・

自
然
災
害
史
・

七

福
稲
荷
に

受
け
継
が

れ
て

き
た

信
仰
の

内
容
を
調
査
し、

以
下
三

点
に
つ

い

て

考
察

す
る

。

考
察
内
容
は
、

 
自
然
災
害
へ

の

宗
教
的
対
応、

 
中
流
域
で

の

調
査
と

の

比
較、

 
大
田
区
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ

プ
か
ら

み
た

「

羽
田
七

福
い

な
り

」

に

つ

い

て

で

あ
る

。

祭

礼
行
事
を
媒
介
と
し
た
復
興
支
援
の

ゆ
く
え

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

板
井

　
正

斉

　

本
研
究
は、

宗
教
と

災
害
と

の

か
か
わ

り
に

つ

い

て

「

宗
教
と

社
会
の

互

恵
性
」

の

視
点
か
ら

、

そ
の

く

適
正

値
V

を

求
め

よ
う
と

す
る
試
み

で

あ
る

。

発

表
者
の

関
心
は、

宗
教
と

災
害
を
テ

ー

マ

に

し
た
先
行
研
究
が

宗

教
者
や

宗
教
教
団
の

活

動
と
い

っ

た

直
接
的
で

か

か
わ
り
の

〈

強
い
〉

関

係
性
に

注
目
し
て

き
た
の

に

対
し

て
、

ご

く
一

般
的
な

災
害
・

復
興
支

援

を
続

け
る

市
民

活
動
団
体
の

活

動
か
ら
、

い

わ
ゆ

る

間

接
的
で

〈

弱

い
〉

関
係

性
に

あ
る

。

そ
こ

で
、

こ

の

た
び
の

東
日

本
大

震
災
以

降、

発

表
者
は
岩

手
県
山
田
町
を

支
援
す
る

三

重
県
内
の

市
民
活

動
を
ア

ク

シ
ョ

ン

ー2
サ
ー

チ
し
て

き
た
（
拙
稿
「

山

田
の

ご

縁
は

支
援
の

動
機
に

な
る

か

1
神
道

文
化
が

新
た
な

絆
を
生
み

出
す
可
能
性
」

『
現
代
宗
教
二

〇
一

二
』

国
際
宗
教

研
究
所

、

二

〇
一

二
）

。

　

本
発
表
で

は
、

発

災
か
ら
一

年
半
を

経
過
し
た

最
近
に

な
っ

て
、

遠
く

隔
た
っ

た

岩
手
山
田
と

伊
勢
宇
治
山
田
と
の

ご

縁
に
、

祭
礼
行
事
が

媒
介

と
な
っ

た
さ
さ

や

か
な

復
興
支
援
が

芽
生
え
よ

う
と

し
て

い

る

事
例
を

取

り
上

げ、

そ
の

可

能
性
を

考
察
す
る
た
め
の

若

干
の

仮
説
を
立
て

て

み

た

い
。

　
ま
ず、

岩
手
県
山
田
町
で

は
、

毎
年
九

月
に

山
田
八

幡
宮
・

大
杉
神
社

の

例
祭
と
し
て

「

山
田
祭
」

が

盛

大
に

行
わ

れ
、

町
民
の

ア

イ

デ
ン

テ

ィ

テ

ィ

と

し
て

息
づ

い

て

い

る
。

大
震
災
後、

い

ち
早
く
宮
司
は

「

祭
り
の

復
活
が
復
興
の

証
」

と

し
て

二

〇
一
一

年
九

月
に
は

「

山
田
八

幡
宮
・

大

杉
神
社
復
興
祈
願
例
大
祭
」

を
挙
行
し
た
。

ま
た

山
田
祭
を
ふ

た

た
び

実

行
委
員
会
が

二

〇
一

二

年一
二

月
に

町
民
を

対
象
に
実
施
し
た

「

郷
土
芸
能

と

観
光
資
源
に
関
す
る

ア

ン

ケ
ー

ト

調
査
」

（

平
成
二

三

年
度

文
化
庁
地

域
の

文

化
遺
産
を

活
か

し
た

観
光

振
興
・

地

域

活
性

化
事
業）

に

お

い

て、

山

田
町
の

復

興
に
お
い

て

「

山

田
祭
」

復
活
の

優
先
度
は、

「

非

常

に

高
い
」

コ
咼
い
」

と

答
え
た

方
が

七
三

％

で

あ
っ

た
。

　
次
に

、

三

重

県
伊
勢
市
で

は、

伊
勢
神
宮
の

二

〇

年
に
一

度
の

こ
遷

宮

を
頂

点
と
し
な
が
ら

、

お
木
曳
き
や

お
白
石
持
ち
行

事
な
ど
を

通
じ

て

神

領
民
と
し
て

の

ア

イ
デ
ン

テ

ィ

テ

ィ

を

継
承
し
て

い

る
。

一

二

年
前
か

ら

は
伊

勢
神
宮
で

の

毎
年
の

神

嘗
祭
に

あ
わ

せ
て、

神
嘗
奉
祝
祭
「

祭
り
の

ま
つ

り
」

を

開
催
し

、

全
国

各
地
の

約
二

〇

団
体
も
の

お

祭
り
が

伊
勢
の

地
に

集
合
し
て

様
々

な

郷
土
芸
能
を

披
露
し
て

い

る
。

　
さ
て

、

山
田
祭、

神
嘗
奉
祝
祭
と
、

そ
れ
ぞ
れ
が

地
域
の

ア

イ
デ
ン

テ

ィ

テ

ィ

と

し
て

継
承
し
つ

つ

も
、

地
理
的
文
化
的
に

「

隔
た

っ

た
」

両
山

田
の

祭
礼
行
事
は

、

当
然
の

こ

と

な
が

ら
こ

れ
ま
で

接
点
を
持
つ

こ

と

な

ど

な

か
っ

た
。

と
こ

ろ

が
、

東
日
本
大
震
災
に

よ

り、

偶
発
的
に
伊

勢
市

の

市
民
活
動
団
体
が

、

山
田
町
を

支
援
す
る

こ

と
と

な
り、

そ
こ

か
ら

ご

縁
を

深
め

て

き
た

関
係
者
同
士
が、

山
田
祭
の

郷
土
芸
能
を
伊
勢
の

神
嘗
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